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横幹連合会誌「横幹」原稿執筆要項
原 辰次*1・廣田 薫*2・長田 洋*3
A Manual for Writing Articles and Papers for “Oukan,” the Journal 
of Transdisciplinary Federation of Science and Technology
Shinji HARA*1, Kaoru HIROTA*2, and Hiroshi OSADA*3
Abstract－ This document describes the information for authors such as paper submission and the style of manuscript. TeX or WORD manuscripts are acceptable.  The manuscripts should be applied on the J-stage homepage. This document is a template file for a paper which can be one of the articles of Oukan, the Journal of TRAFST (Transdisciplinary Federation of Science and Technology), after a proper procedure of review by TRAFST journal committee.
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1. はじめに
「横幹」は、特定非営利活動法人 横断型基幹科学技術研究団体連合（以下，横幹連合）が発行する会誌である．この文書は，本誌に掲載する論説，解説，原著論文，サーベイ論文のための執筆要項である．
2. 論文原稿の執筆
「横幹」の原稿は，原則として，TEXまたはMicrosoft Wordで作成する．原稿の言語は日本語または英語とする．
3. テンプレートファイルのダウンロード
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原稿のテンプレートは，横幹連合のホームページ[1]からファイルをダウンロードすることができる．テンプレートファイルは，TEXとMicrosoft Wordで用意されている．Microsoft Word以外のワードプロセッサを使用する場合は，PDFの原稿サンプルファイルをダウンロードし，原稿の体裁がなるべくサンプルと近くなるよう原稿を作成すること．
4. 原稿の体裁
「横幹」の判形はA4である．また，本文，参考文献，著者紹介は2段組で掲載される．この執筆要項は，掲載ページの体裁に基づいて作成されている．
4.1 全体の体裁
原稿は，次の要素で構成される．
(1) 原稿タイトル，原稿の著者名（日本語と英語）
(2) Abstract（英語，100～150ワード程度）
(3) Keywords（英語，3～5語程度）
(4) 本文（横書き2段組で，1ページあたり25字×48行＝2,400文字.句読点は「，」「．」を使用する．
(5) 参考文献
(6) 著者紹介
4.2 図表について
図と表は，それぞれFig. 1，Table 1のように番号を振り，キャプションや図中の文字は英語とする．本文で引用する場合も「Fig. 1に示す」「Table 1によると」などのように，Fig.とTableを使用する．
図や表中の文字は，小さくなりすぎないよう，注意が必要である．
また，画像は，印刷に耐える解像度であることが必要である．jpegやgifなどの形式の電子ファイルを，原稿と併せて提出するのが好ましい．
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4.3 参考文献
文献の引用は，本文中に[1]のように書き，本文の最後にまとめて参考文献を記述する．「横幹」では次のフォーマットを推奨する．
(a) 雑誌論文の場合
[番号] 著者, 論文タイトル, 雑誌名, Vol.**, No.**, pp. 始ページ-終ページ, 発行年
[5] Author, Title, Journal, Vol. 40, No. 5, pp.1244-1260, 2007

(b) 単行本の場合
[番号] 著者, 書籍名, pp.始ページ-終ページ, 発行所, 発行年
4.4 著者紹介
著者紹介は，日本語で150文字程度，次の要素で構成する．
(1) 氏名
(2) 略歴
(3) 顔写真（高さ20mm×幅16mm）
謝辞: 謝辞
参考文献
[1] 横断型基幹科学技術研究団体連合（略称 横幹連合）ホームページ  http://www.trafst.jp/index.html
[2] 原辰次, 廣田薫, 長田洋, 横幹連合会誌「横幹連合」原稿執筆要項, 横幹, Vol.0, No.0, pp.1-2, 2007.

[3] M. Iri and A. Recski: “What does duality really mean?”, Circuit Theory and Application, Vol.8, pp.317-324, 1980.
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Table 1: A sample table
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Fig. 1: A sample figure
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